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第 2章 【特別講演】社会・経済イノベーションを導く国土技術政策 

（筑波大学大学院 システム情報工学研究科 教授 石田 東生） 

 

 

 

大層な紹介をいただきまして、ありがとうござ

います。筑波大学の石田でございます。国総研の

講演会という晴れがましい席で、しかも、特別講

演を仰せつかりまして、かなり緊張しております

が、このお題で、社会・経済のイノベーションを

導く国土技術政策ということで、しばらくの間、

お付き合いをお願いしたいと思います。 

午前中、最後の 2 つのご講演を拝聴いたしまし

て、本当にすごい研究をたくさんやっていられる

と思います。時間の関係上、紹介されたことはご

く一部だとは思いますけれども、他にも、確実に

本当に多数のご研究を進められていて、それが日

本の国土を支える、豊かな美しい国土、あるいは

我々の安全で安心で、かつ快適な暮らしを支えて

いられるということに感銘を受けまして、私もそ

れに負けないような話をさせていただきたいと思

います。 

  

≪プロフィール≫ 

・東京大学大学院修了後、東京工業大学助手、筑波大学講師、フィリピン大学客員教授、筑波大

学教授を経て現職。 

 筑波大学大学院 システム情報工学研究科 社会システム･マネジメント工学専攻長、筑波大学 

学長特別補佐、筑波大学 教育企画室室長を歴任。 

・交通計画・国土計画・都市計画等を専門とする。 

・社会資本整備審議会道路分科会臨時委員、社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会委員・

国土幹線道路部会委員・事業評価部会委員、社会資本整備審議会環境部会建設リサイクル推進

施策検討小委員会委員、観光庁世界に誇れる広域観光周遊ルート検討委員会副座長、新道路技

術会議委員長等を歴任。 

・日本都市計画学会論文奨励賞、日本道路会議優秀論文賞を受賞。 

平成27年度 国総研講演会

社会・経済イノベーションを
導く国土技術政策

2015.12.3
筑波大学 社会工学域 教授

(一財)日本みち研究所 理事長

石 田 東 生

自己紹介

石田東生（いしだはるお） 筑波大学社会工学域 教授

略歴 1974 東京大学土木工学科卒業
1982 筑波大学社会工学にて教員、現在に至る

専門 社会資本政策、交通政策、国土計画

最近の興味
社会資本と国土政策、道路を活用した地域振興策、
交通調査の新しい展開(ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ)、、、

主な社会活動
国土交通省 社会資本整備審議会道路分科会、交通政策審議会、その他
観光庁 観光地域ブランド確立支援事業等検討会、その他
経済産業省 産業構造審議会 専門委員
環境省 中央環境審議会 専門委員
内閣府 総合科学技術イノベーション会議 専門委員
NPO法人 日本風景街道コミュニティ 代表理事
一般社団法人「日本モビリティマネジメント会議（JCOMM)」 代表理事
一般財団法人「日本みち研究所」 理事長

道路・交通が中心。今日の話も道路・交通が中心。
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今日のお話の内容ですが、私の考えるイノベー

ションを少しご披露したいと思います。 

社会資本整備審議会の道路分科会を中心に、色

々なところで皆さんと一緒に仕事をさせていただ

いております。専門が道路とか、交通とか、ある

いは国土計画でありまして、国総研が対象にされ

ておられる本当に広い分野のごく一部分しか、今

日はお話しできないと思っておりますけれども、

知ったかぶりをするよりも、限定した上で、その

狭い範囲でこんなふうに考えております、という話をさせていただきたいと思います。道路政策が中

心ですけれども、そこで私が見聞きしたり、あるいは関与させていただいたイノベーションについて

報告をさせていただきたいというのが、2 番目です。 

3 番目は、というものの、今、日本という国は色々な課題を抱えております。その中で社会資本政

策が貢献できるイノベーションというのはいっぱいあって、そのさらなる高みを目指していくべきで

はないのかなと思っておりますので、3 番目の部分は、かなり勝手な思い込みと、願望に基づいた議

論ですけれども、皆様方と共有させていただければと思っております。 

 

イノベーションというのは何なのだろうかとい

うと、私自身も、ここにおられる皆様方の多くと

同じように、土木屋です。土木とか社会資本とい

うのを、何かイノベーションと非常に離れたとこ

ろにあるかのような印象を持つ方が多いのではな

いでしょうか、というところから話を始めます。 

イノベーションを日本語で何と言うかとなる

と、技術革新と辞書を引くと出てまいります。こ

れは、そもそも論で言いますと、1958 年の経済白

書で、これからの日本の大事になっていくところは技術革新である、そのような文脈で使われまして、

イノベーションは技術革新である、そのような訳語が日本語の中に定着したと聞いております。 

ですから、私も、多分、皆様方も同じだと思いますけれども、ICT とかハイテクの分野の話だろう

と思っている人がかなり多いのではなかろうかなと思います。道路とか、土木とか、社会資本という

のは、あまり関係ないとの印象を持たれていると思います。 

でも、イノベーションという言葉自体は使ってないですけれども、この概念を最初に提唱したのが

有名なシュムペーターという経済学者でありまして、代表作が『経済発展の理論』、1911 年、今から

約 100 年前に出された本ですけれども、その中で「新結合」という概念を提唱しております。この新

結合はどのような意味かといいますと、そもそも経済学者ですから、生産ということに非常に興味が

あったわけでして、我々が利用し得る、色々なものや力の結合というものが生産という価値を生み出

話の概要

• イノベーションとは？
– 先端技術･ハイテクのイメージ

– 社会資本とイノベーション

• 道路政策とイノベーション
– 地域･経済･ひとを元気にする道路の活用

– 政策･構想・整備・維持･更新の議論がイノベーション
をもたらす

• イノベーションのさらなる高みを目指して

• 終わりに

イノベーション １
• 日本語訳は「技術革新」

– ＩＣＴやハイテクの分野の話で、道路は関係ない という印象
– 1958年の経済白書で「技術革新」と訳された

• でも、イノベーションの初出はシュムペーター（J.A.Shumpeter 1883.2.8-
1950.1.8)

• 「経済発展の理論(1911)」で新結合を提唱。そもそも経済システムの革
新と発展の話
– われわれの意味する発展の形態と内容は新結合の遂行（生産とはわれわ

れが利用しうるいろいろな物や力の結合）という定義によって与えられる
– 五つの場合

• 新しい財貨（生産物、サービス）の生産
• 新しい生産方法
• 新しい販路の開拓
• 原料あるいは半製品の新しい供給源の獲得
• 新しい組織の実現

– 新結合: 「みち」の結ぶ力はイノベーションの源泉の一つ

• イノベーションは技術革新だけではない、社会・経済システムの改革
– そもそもタイトル（社会・経済イノベーション)がおかしい？
– 社会・経済システムにとって道路は最重要な要素。無縁ではあり得ない。
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すということです。その新しい結合の形がイノベーションであり、それが経済発展をもたらすのだ、

という主張を『経済発展の理論』の中でしております。具体的に新結合の 5 つの場合があるよという

話をしております。 

これは、新しい財貨ですね、生産物とかサービスの生産、新しい生産方法ですけれども、新しい販

路の開拓とか、原料あるいは半製品の新しい供給源の獲得とか、新しい組織の実現ということでして、

緑色のところは交通とか道路が密接不可分な状況です。したがって、そもそものシュムペーターのイ

ノベーションでは、「みち」の結ぶ力はイノベーションの源泉の一つであると言い切ってもいいと思

います。 

また、イノベーションはハイテクの技術革新だけではなくて、社会・経済システムの改革そのもの

を示し、そこには社会資本は不可欠である。そのようなことで、我々はもっとイノベーションと社会

とか経済システムの関係について、自信を持って言い切っても良いと最近思っております。これが前

の国土交通大臣が強調されていたストック効果の考え方にも非常に密接につながっていくのではな

いかと思っております。 

2 番目のイノベーションに関しては、クリステン

センさんという著名な学者がおられまして、今、

ハーバードビジネススクールで教授をされておら

れます。この方が「イノベーションのジレンマ」

とか「破壊的イノベーション」というふうな概念

を提唱されておられます。うまくいっているとこ

ろでは必要ないから、イノベーションなんて出て

こず、そうではないような、全く何もないところ、

困っているところから新しい技術が出てきて、そ

れがいずれ、今、世の中を謳歌している技術を席巻して、新しい社会改革というものが起こっていく

のだろうということです。この方が書かれた本の中では、半導体ビジネスの中でメインフレームから

ワークステーションからパソコンに行ったとか、あと、ソニーのウォークマンの例も挙げておりまし

た。ウォークマンというのは単に機械だけではなくて、新しい音楽シーンの提案だったけれども、そ

れがインターネットによって iPod に取ってかわられた、そんなことを描写しております。 

とすると、交通システムのイノベーションというのは、困っているところにイノベーションの芽が

あるので、道路という物理施設は、その上を通る人間の体とか車両の大きさという肉体性あるいは物

理的な存在としての意味がありますから、そんな大きなイノベーションというか、改革はないかもわ

かりませんけれども、使い方や機能や政策とか計画とかいうものについては、色々な意味でのイノベ

ーションを実は体験しているのではないのかなということです。 

  

イノベーション ２

• クリステンセン(C.M.Christensen 1952.4.6- ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ）のイノ
ベーション議論
– 「イノベーションのジレンマ」、「破壊的イノベーション」
– うまくいっているところからはイノベーションは出現しない(必要ないから)
– 新しく出現した破壊的技術（Disruptive  Technology)によって市場はやがて独占さ

れる
– 実例

• メインフレーム（IBM)→ワークステーション（SUN)→PC
• ステレオ(室内）→Walk Man（音楽シーンの新しい提案）→Ipod(インターネット)

• 交通システムのイノベーション
– 困っているところにイノベーションの芽が

• 交通システムとその活用、交通政策･計画･整備･維持･更新のプロセス、

– 道路という物理施設は、人や物の実在性･肉体性があるのでそれほど変わらな
い？

– しかし、その使い方･機能、本体や付属物の設計思想、政策策･計画･整備･維
持･更新のプロセスは幾度も転換している

– 交通システムの活用と構想･計画･整備プロセスへの着目
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道路から少し離れまして、社会資本そのものの

考え方がイノベーションを迎えつつあるのではな

いかと思っております。亡くなってしまいました

けれども、宇沢先生は社会的共通資本がこれから

大事だとおっしゃっておりまして、豊かな経済生

活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力

ある社会を持続的、安定的に維持することを可能

にするような自然環境や社会的装置のことを社会

的共通資本だとおっしゃっておられました。 

具体的には、自然環境と直接的なハード施設である社会的インフラストラクチャーと、あと制度資

本ですね。これは教育とか、医療とか、人材とか、ソーシャルキャピタルみたいなものを言っておら

れます。こうしてくると、社会資本政策というのは、もう全ての社会あるいは国のあり方、暮らしの

あり方にかかわっておりますので、イノベーションは必須だろうと思います。 

 

このような前振りをした上で、道路の分野でこ

んなイノベーションが始まっているとの、例を幾

つかご紹介をしたいと思います。1 つは、道路活用

のイノベーションということで、日本風景街道、

シーニックバイウェイと道の駅という話をさせて

いただきたいと思います。2 番目は、計画とか政策

プロセスのイノベーションということで、PI（パブ

リック・インボルブメント）とビッグデータの活

用についてお話をさせていただきます。 

 

その前に、また道路の話になって恐縮ですけれ

ども、みちと道路と書いてありまして、私、若干

違うのかなと思っております。道路は、広辞苑に

よりますと、「一般公衆の交通のために設けた地

上の通路」という無味乾燥な、でも、機能的な説

明がしてあります。みちは、これは日本の昔から

の言葉、大和言葉です。みちと訓読みする漢字が

実はいっぱいありまして、これは、多分、漢字が

日本国に――その当時は日本国という概念はなか

ったですけれども、この地に入ってきたときに、ボキャブラリーが非常に限られていったので、この

漢字もみち、あの漢字もみちと、ならざるを得なかったかなと思いますが、そのことを私は感謝した

いなと思っております。 

イノベーション ２

• クリステンセン(C.M.Christensen 1952.4.6- ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ）のイノ
ベーション議論
– 「イノベーションのジレンマ」、「破壊的イノベーション」
– うまくいっているところからはイノベーションは出現しない(必要ないから)
– 新しく出現した破壊的技術（Disruptive  Technology)によって市場はやがて独占さ

れる
– 実例

• メインフレーム（IBM)→ワークステーション（SUN)→PC
• ステレオ(室内）→Walk Man（音楽シーンの新しい提案）→Ipod(インターネット)

• 交通システムのイノベーション
– 困っているところにイノベーションの芽が

• 交通システムとその活用、交通政策･計画･整備･維持･更新のプロセス、

– 道路という物理施設は、人や物の実在性･肉体性があるのでそれほど変わらな
い？

– しかし、その使い方･機能、本体や付属物の設計思想、政策策･計画･整備･維
持･更新のプロセスは幾度も転換している

– 交通システムの活用と構想･計画･整備プロセスへの着目

小さいが、始まり成果を上げつつある道路政策
のイノベーション

道路活用のイノベーション
シーニックバイウェイと道の駅

計画･政策プロセスのイノベーション

ＰＩ、ビッグデータ

みちと道路のイノベーション

• 道路 一般公衆の交通のために設けた地上の通路（広辞苑）

• みち
道 ：祭祀のために行進するみち．
路 ：人や車馬の往来するところ．大きなみち．
軌 ：わだちのみち．
径 ：こみち．
衢 ：分かれみち．ちまた．まち．

途 ：歩行するみち．みちすじ．
理 ：物事の基本的法則
倫 ：人と人との関係．すじみち．

• 「みち→道路」への転換が自動車時代の道路政策
– 機能的、目的合理的、効率的、・・・
– 多様なあり方、楽しみ方、活用の模索中

– 「道路→みち」への再転換の提案
– これが経済･社会のイノベーションを創出するものでありたい

色々なみちと空間

信頼･プロセス

機能的･即物的
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みち、道路の「道」は、祭祀のために行進するみち。「路」は、人や車馬の往来する大きなみちで、

軌道の「軌」もみちと書きますし、哲学の小径の「径」もみちです。その下は「衢」、音読みすると

ガイと読むんですけれども、みちが分かれたところを示します。みちが分かれたところは人が集まり

ますから、転じて、ちまたとかまち。色々なみちと空間を意味しております。あるいは途中の「途」

は、みちすじですし、理科の「理」は、物事の基本的法則ですし、倫理の「倫」は、人と人との関係

とかすじみちということですので、これは信頼とか、あるいは政策形成のプロセスのことも言ってい

ると思います。 

そういたしますと、戦後のモータリゼーションに適用したみちから道路への転換がありましたが、

これからは、実は、多様なあり方とか、楽しみ方とか、より安心で安全な、あるいは快適な暮らしと

いうことを考えると、道路からみちへの再転換の提案もぜひ考えていかなければならないと思ってお

ります。これが経済とか社会のイノベーションを創出する、あるいは導くものでぜひあって欲しいと、

私は思っております。 

 

そのような中で、外国の例から始めさせていた

だきます。これは、アメリカで一番のシーニック

バイウェイというものです。ブルーリッジパーク

ウェイということにありまして、国立公園の中の

尾根を延々800 ㎞にわたってつくられたものです。 

これ、実は、ルーズベルトのニューディールに

よってつくられたものです。沿道に何もなく、山

林だけですから、時間節約とか、交通事故減少と

か、道路の 3 便益で計測されるような便益はゼロ

です。 

したがって、日本的 B/C はゼロですので、この

ようなプロジェクトは日本では成立するわけもな

いですけれども、このような森の中を縫っていっ

て、非常にドライブが楽しいし、国立公園の中で

すから、色々な見どころもあります。 

  

Blue Ridge Parkway
全長 800km
建設開始 1934年(ルーズベルトのニューディール）

とにかく山の中(沿道は国立公園で立地不可能）

したがって、日本的B/Cはゼロ

地域･経済･ひと･自然を元気にする道路の活用 １

Ｓｃｅｎｉｃ Ｂｙｗａｙ ｉｎ ＵＳＡ

Blue Ridge Parkway
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後でご説明しますけれども、その中のビジター

センターの中のミュージアムでは、このシーニッ

クバイウェイの歴史等についての展示がありま

す。ルーズベルトさんがニューディールで整備し

たと解説するコーナーがあったり、おもしろい表

現を見ました。これ、英語ですので、訳しますと、

カーソンさんというのは1932年当時のバージニア

州の州知事さんです。この方がラジオで、美しい

景色はバージニアの次の大きな収入源となるだろ

う。ただ、失業対策で公共事業のフロー効果をやっていたというふうに我々はニューディールという

と思いがちですけれども、実はそうではなくて、観光とか美しい景色というのが将来へ向けた投資だ

ったということがこの言葉からわかりまして、私は非常に感銘を受けました。 

現在、ブルーリッジパークウェイは、年間で平

均 2,000 万人の旅行者が訪れるような一大観光ス

ポットになっておりまして、経済効果が 22 億ドル

ぐらいあるということです。このようなことこそ、

ある種のイノベーションだと思います。 

 

 

 

 

 

これのまねではありませんけれども、北海道で

シーニックバイウェイ北海道を始めました。美し

い景観づくりを観光にどう結びつけていくか。そ

のような運動に参加をする、あるいは訪れる人た

ちと色々なコミュニケーションを通して地域の人

々が、そして地域が元気になっていくという、そ

のような思いで始めました。それが日本風景街道

になりました。 

  

景 観
美しい

景観づくり

地 域
活力ある
地域づくり

観 光
魅力ある観光
空間づくり

【３つの連携要素】

ひと・みち

シーニックバイウェイ北海道
地域の想い と ３つの連携要素

ドライブ観光
を振興した

い！

愛着と誇りの
もてる地域に！

訪れる方によろこ
んでもらいたい！

美しい地域に
したい！

地域経済
を元気
に！

地域の想い

80年後のＢＲＰの経済効果

年間 2,200,000,000 US$ （約2,640億円）

年間平均20,000,000人の旅行者

Shenandoah    Museum

美しい景色は、バージニアの次の大きな
収入源となるだろう
W.Carson 1932
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美しい国土景観の形成を目指した国民的運動を

始めようとのことで、7～8 年前に戦略会議があり、

2015 年 8 月現在で全国 136 ルートが登録されてあ

ります。 

このようなことをやっていて、色々なところで

おもしろい成果を得ておりますので、そのほんの

一端ですがお披露目いたします。 

 

 

 

今、インバウンド観光があちこちでホットなニ

ュースになっていますが、2005 年からシーニック

バイウェイ北海道では、シンガポールの旅行会社

と提携をいたしました。シンガポールは島国で、

車を運転するのにロードプライシングでお金がか

かる。車を購入するときの税金も非常に大変です

ので、運転したいという欲求が非常に強くありま

す。 

そのため、北海道に来て運転してみませんかと

いう、そのようなツアーを企画しました。当初は、交通ルールが違うし、外人さんだから、事故を起

こして危ないのではないかということでいろいろ心配しましたけれども、おかげさまで大好評です。

これが 10 年間続いておりまして、2015 年 10 月初めに 10 周年を北海道でやりまして、かつ、全国に

も展開しました。海外からの個人の旅行者のビヘービアに大きな影響を及ぼしているし、東京ダイヤ

モンドルートだけではなくて、二次交通の不便な地方部のインバウンド対応としても注目を浴びてい

る。 

それが一つの例で、北海道で外国人のレンタカ

ー貸出台数がこんなふうに急増しているというこ

とです。何でもかんでもシーニックバイウェイ北

海道の貢献だというつもりはありませんけれど

も、そのようなフロンティアを広げた、そのよう

な価値はあったのだろうと思います。 

  

日本風景街道の実現に向けて

～ 美しい国土景観の形成を目指した
国民的運動を ～

日本風景街道戦略会議

2015．8月現在 136ルート登録
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北海道での訪日外国人レンタカー貸出台数（2015.8まで）

【年間集計（台）】 【月別推移（台）】

出典：北海道地区レンタカー協会
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2015年は、
2014年比177%で増加中

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図：外国人へのレンタカー貸出国籍別（2014年）

香港
40%

N=21,835台

台湾
19%

ｼﾝｶﾞ
9%

アジア圏87%

（台）

※2015値は、2015年1~8月の合計値

※

2015年は、2014年比177%で増加中（2015.8末時点）
（アジア圏が最も増えており、約１万台増（香港+3.1千台、台湾+2.9千台、韓国+1.5千台…）

地域･経済･ひと･自然を元気にする道路の活用 ３

海外からのドライブ旅行の誘致

2015年で10周年

かつ全国に展開 FITに大きな影響

2005年からシーニックバイウェイ北海道が
シンガポールのプライムトラベル社と連携して開始

シニックバイウェイ北海道の活動の一環

当初は危惧する声も
交通ルールの違いによる事故
不馴れ不案内による事故
客が集まるか

そこでカーナビの活用
マップコードの活用と
ガイドブックの充実

大きな事故もなく
非常に好評
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2 番目の例です。これも道路の施策で申しわけあ

りませんけれども、中国自動車道から鳥取を結ぶ

鳥取自動車道というところでの社会実験の例で

す。全長が 90 ㎞でして、最初に設計が始まった新

直轄の道路です。コスト縮減に全力を挙げた設計

をした道路でして、休憩施設はありません。ガソ

リンスタンドもない。これはドライバーにとって

の大きな問題です。 

 

その反面、地域にとっても、例えば開通した区

間の中に道の駅が 3 つぐらいありますが、道の駅

の売上が非常に減少しました。そこで何とか高速

道路と地域のいい関係をつくり上げられないかと

いうことで、隠れた資源を活用したり、あるいは

道の駅にお休み場所として寄りませんかと、具体

的には、案内標識をつくっていただいたという社

会実験です。 

それで、地域のいい観光スポットとかを出して

いただくのに、上から目線で、道路管理者がこことここを案内するんだというと、なかなか色々なと

ころでハレーションが起きますので、これは地域の活動団体の方々に集まっていただいて選定をして

いただきました。 

これは道の駅の案内表示です。しばらく行くと

道の駅があり、パーキングとトイレと食事もでき

ますと、ブルーの案内表示をつくっていただきま

した。 

具体的なイメージはこちらです。これにより、

道の駅への誘導を図り、休憩していただいたり、

トイレも済ませていただいたり、できれば買い物

もしていただこうということです。 

  

ノーズ手前2kmノーズ手前3km

高速道路
（新直轄）

400m400m

ノーズ手前1km テーパ端

予告案内標識 「道の駅」への出口案内標識

【設置位置】

路外の「道の駅」

IC

：IC出口案内に添架：IC出口案内に添架

：予告案内標示板（新設複柱）：予告案内標示板（新設複柱）

：IC出口案内：IC出口案内

：道の駅案内（新設複柱）：道の駅案内（新設複柱）

1000m1000m

2000m2000m

3000m3000m ：道の駅案内（本線外）：道の駅案内（本線外）

凡例

道の駅への案内表示改善

↑至鳥取

↓至姫路

河原ＩＣ周辺の配置計画（上り）

リレーションシップ ID rId6 のイメージ パーツがファイルにありませんでした。

20

道の駅出口案内標識

ﾉｰｽﾞ手前3km（上り）

道の駅出口案内標識
ﾉｰｽﾞ手前２ｋｍ（上り）

道の駅出口案内標識

ﾉｰｽﾞ手前1km（上り）

道の駅出口案内標識

テーパ端位（上り）

道の駅案内標識（一般道）

IC出口

6

道の駅への案内表示改善 道の駅 清流茶屋かわはら

案内 鳥取道と沿線の取り組み

鳥取自動車道
全長90km
新直轄方式による無料の高速道路
2013年度中に全通予定

コスト縮減に全力
休憩施設・GSはない
ドライバーにとっての問題

沿線の活性化が課題
開通区間の道の駅の売り上げ減少
隠れた資源（宿場・渓谷・歴史）の活用
風景街道的手法の導入

そこで、地域と道路の連携
道の駅、GS、観光
道路管理者 案内標識

地域 連携、協働
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道の駅でもタイアップをして、案内提供、情報

提供を充実しようということでありまして、後で

話しますけれども、最近、道の駅は非常に好評で

す。多くのスペースが地域の農産物の販売に充て

られていますが、ここは比較的ゆったりしたスペ

ースで地域案内をいろいろ充実されています。 

パンフレットもほったらかしという道の駅が結

構ありますが、ここは方面別かつ距離帯別に分け

ていられて、非常に整理がなされております。ハ

イテクでなくても、スタッフの細かな気持ちが通じる情報提供がなされ、好評と思っております。 

 

またアメリカのことですけれども、先ほどのブ

ルーリッジパークウェイのビジターセンターで

す。こちらは内部です。ここでは、当然、トイレ

とか食事等の休憩ができます。パンフレット、地

図も充実しております。先ほど、ご覧いただいた

ような博物館機能、この地域の歴史とか自然とか

環境がわかるような展示もなされております。 

物販も結構あり、土産物だけではなくて、驚く

ことに大学の教科書あるいは専門書に近いような

本も売っております。実際、私、このビジターセンターでニューディールのときにルーズベルトがこ

んな政策をやりました、あんな政策をやりましたという本とか、このような国立公園の中にある道路

の設計図書、ジョンホプキンス大学という結構名門の大学の出版会が出したような本もありました。

重いのでどうしようかなと思いましたが、重いけれども担いで帰ってきました。 

あとは、ここを起点にしたガイドツアーとかハイキングとかサイクリングの機能もありまして、こ

れは道の駅の今後の目指したい姿の一つかなと思います。 

 

道の駅だけではなくて、ガソリンスタンドの案

内看板も置きました。新直轄を走っておりますと、

ここから先 80 ㎞、ガソリンスタンドはありません

とよく見ます。では、どうすればいいんだという

ことの親切さが足りないので、本線上にはガソリ

ンスタンドのマークしか出せなかったんですけれ

ども、地域の幹線道路の出入り口には道路敷にロ

ゴマークも入れていただくようなことを、難しい

ながらも、実施していただき感謝しております。  

道の駅の目指したい姿の一つ BRPビジターセンター

多種多様の高度なサービス
休憩 トイレ、食事
地域情報 パンフレット、地図
博物館機能 歴史･自然･環境
物販 土産だけでなく、図書･ガイドブックも充実
ツアー案内 ガイドツアー、ハイキング･サイクリング

出口
EXIT

智頭 津山

5 出口

Chizu   Tsuyama

出口
EXIT

智頭 津山

5 出口

Chizu   Tsuyama

◆智頭ICは鳥取道の中央付近に位置し、その周辺でガス欠も発生しているため、利用者サービスと交通安全の確保の観点からガソリンスタ
ンドを案内。

◆官民一体となったきめ細かい案内サイン（ＧＳ各社ロゴマークを表示）を設置し、今後の道路施設の維持管理のあり方等についても検討。

智頭町
西粟倉村

GS

GS

GS

１次案内

２次案内

２次案内

智頭IC

１次案内

※既設標識に設置する場合は、状況に応じて縦型、横型
を選定

１次案内

EXIT

智頭 津山

5 出口 １ｋｍ
EXIT

Chizu  Tsuyama

１次案内

EXIT

智頭 津山

5 出口 １ｋｍ
EXIT

Chizu  Tsuyama

３

３

6-23

6-23

6-23

6-23

6-22

8-19 7-21 8-18 6-23

至 兵庫県

ガソリンスタンド案内看板の試行

拡大すると
方面別
距離別に

充実した情報提供 清流茶屋 かわはら（鳥取県鳥取市）

ゆったりしたスペース

パンフレットも整理されて

ハイテクでなくとも
スタッフの気持ちが通じる情報提供
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それにとどまらず、智頭宿という杉で栄えた立

派な街道宿がありますが、その観光案内も行いま

した。載せるべき内容をどうしたかというと、先

ほど申しましたように、地域の活動団体の方に協

議していただき、本当にその地域からの情報とい

うことで載せていただきました。 

 

 

 

 

道の駅の出発です。私が聞いている範囲の話で、

不足があろうかと思いますけれども、次のように

伺っております。1990 年 2 月に中国地整の中で地

域づくり交流会があり、そこに参加をされる方が

かなり長い距離を自分の車で運転して参加され

た。ところが、お腹の調子が悪くて、トイレ探し

に非常に苦労されたと、トイレは切実な問題であ

ったわけです。そこで、地域づくり交流会で、道

路に駅があってもいいのではないかとの話で、急

速に具体化され、1 年半後ぐらいには、山口、岐阜、栃木において社会実験が行われました。 

サイトの昔の写真ですけれども、プレハブとテントから始まったと書いてあります。こんなところ

から始まったわけです。それで、24 時間のトイレ、公衆電話、駐車場の 3 要件を満たしていれば認定

するとのことで、その後、各地域、地域の工夫とか特色の活用とかということが功を奏して、1993

年に 103 駅でスタートしました道の駅は、現在は 1,079 駅に急成長をしてあります。 

休憩と情報発信と地域連携機能をやる。最近で

は、中越地震以降、災害地の拠点としての機能も

着目されまして、それが東日本大震災によってさ

らに確認されたわけです。地域とともに個性豊か

な賑わいの場をつくろうということで、成功して

います。 

  

道の駅の出発
• 発端

– 1990.2の中国地域づくり交流会で参加者から「道路に駅があっても良
い」との提案

– その後、中国地域において急速に具体化

• 社会実験 プレハブとテントから始まった
– 1991.10から1992.4にかけて山口、岐阜、栃木において社会実験
– 24時間のトイレ、公衆電話、駐車場、

• 登録開始
– 1993年に103駅でスタート
– 現在(2015.11) 1079駅に

写真 国土交通省提供

休憩機能

情報発信
機能

地域連携
機能

「道の駅」の目的と機能

・道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供
・地域の振興に寄与

・文化教養施設、観光レクリエーション施設などの地域
振興施設

「道の駅」の目的

「道の駅」の機能

休憩機能

情報発信機能

地域連携機能

・24時間、無料で利用できる駐車場・トイレ

・道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報などを提供

地域とともにつくる

個性豊かな

にぎわいの場

「道の駅」の基本コンセプト

災害時は、防災
機能を発現

宿場の景観資源など

１．対象観光地
智頭宿 ・ 板井原集落 ・ 芦津渓谷

２．誘導方法
鳥取道から、観光案内所のある智頭宿駐車場へ案内し、そこを拠点に周遊観光を促す。
①１次案内 ・・・ 鳥取道本線のIC出口に、地域を代表する観光地点である「智頭宿」を表示した案内看板を設置
②２次案内 ・・・ ＩＣを降りた先の一般道に、智頭宿近郊にある主要な観光地を表示した案内看板を設置
③３次案内 ・・・ 目的の観光地（駐車場等）まで案内誘導が出来るように、最寄りの交差点や観光地直近に案内看板を設置

３．案内板の概要
・一体感を出すため、杉のイメージや国内外の事例から茶系で統一する。
・観光地のイメージがわかるピクトグラムを併記。

智頭宿

智頭町 西粟倉村

１次案内

１次案内

２次案内

３次案内 ３次案内

智頭IC

観光案内サイン【案】 １次案内

１次案内

２次案内

智
頭
宿

智
頭
宿

智
頭
宿

出 口
3km先

智
頭
宿

出 口
3km先

23

観光地案内看板の試行
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登録数も増えてありますし、年間の売上高は

2,000 億円を超えているということです。これは、

何でもコンビニ業界の第 5 位に相当するそうです

けれども、このような物販の金額ではなくて、可

能性を秘めた、全く新しい形態の地域システムで

あろうと考えております。 

 

 

 

 

そのことが評価され、2015 年 4 月に日本マーケ

ティング大賞を受賞しました。このときの奨励賞

「妖怪ウォッチ」とか LINE を差し置いての大賞受

賞ですので、社会的な関心や価値は相当大きいと

思います。その受賞理由は、旅行者、地域住民、

農産物の生産者、地方自治体、道路管理者の全て

が連携した新たなビジネスモデルであり、新たな

社会インフラであり、地方創生の新たな舞台であ

り、可能性を秘めた全く新しい形態の地域システ

ムであるということだと考えられています。 

 

これは、2015 年 2 月に、道の駅にもう少し重点

的なご支援を申し上げましょうということで、重

点「道の駅」の選定証授与式を挙行したところ、

太田大臣はもちろん、石破地方創生担当大臣もお

見えいただいて、スピーチをいただきました。そ

の中で太田大臣は「右手に観光、左手に道の駅」

と、石破大臣は、道の駅は地方創生の強力な武器

であるとおっしゃいました。 

  

受賞理由：
旅行者、地域住民、農産物生産者、
地方自治体、道路管理者（国土交通
省など）のすべてが連携した新たなビ
ジネスモデルである。

「道の駅」は地域の活性化に欠かせ
ない社会インフラとなっており、 観光

客の集客や雇用機会の創出など今や
「地方創生」の新な舞台として注目を
集めている。

第7回 日本マーケティング大賞受賞 2015.4

可能性を秘めた全く新しい形態の地域システムであることが評価
さらに今後に期待

担当大臣からの熱い支持と期待

http://www.ryoko-net.co.jp/?p=4227
https://www.jimin.jp/activity/colum/117888.html

太田昭宏 前国土交通大臣

右手に観光、左手に道の駅

石破茂 地方創生担当大臣

道の駅は地方創生の
強力な武器

2015.2.26 重点「道の駅」選定証授与式・交流会 におけるスピーチ

広く浸透した「道の駅」

○「道の駅」は平成5年の制度発足から20年、1000駅を突破
・平成27年11月現在で、1079駅
・全国年間売上高は、約2,100億円、
全国年間購買客数は、約2億2000万人

・コンビニ業界第5位に相当（第4位はミニストップ（約3,500憶円） ※上場企業のみ）

売上第５位のチェーン店ではなく、可能性を秘めた全く新しい形態の地域システム

しかし･･･

103
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道の駅のこれまでの成果を私なりに総括いたし

ますと、道の駅の認知は、もう今や国民的レベル

に到達していると言っても過言ではないと思いま

す。しかも、色々な自治体、熱心な首長さんの地

域経営戦略の一つに位置づけられるようになって

おります。そのような理由でうまく成功している

と思います。経済効果があり、雇用創出にも貢献

しています。 

さらに、私はむしろ人の気持ちが変わったとの

効果が非常に大きいと思っております。首長さんはじめ道の駅の駅長さん、あるいは道の駅に自分の

丹精込めて育てたものを出荷してくださっている地域のお父さん、お母さん方が、やる気と元気、自

信と明るさを本当に持てるようになったと思います。このような力、明るさ、希望といったものを中

心に、地域の小さな拠点としてさらに飛躍できる状況にあろうかと思いますし、それこそが、今、地

方創生に求められているイノベーションではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

低予算プロジェクトですが、みちの活用とか、

地域発想とか、地方創生の礎となるようなシーニ

ックバイウェイとか道の駅の話をしてあります。

着実、確実に進展をしていますが、日本が置かれ

ている厳しい状況を思い浮かべますと、加速化が

課題と思います。そのために色々なことを考える

必要があると思います。 

 

 

 

2 番目の道路発のイノベーションの話です。PI

と協働型道路維持、ビッグデータという話をさせ

ていただきたいと思います。 

  

「道の駅」のこれまでの成果 私なりの総括

• 「道の駅」の認知が国民的レベルに
• 自治体(首長)の地域経営戦略に
• 大きな経済効果

– 販売額
– 新たな地場産業･雇用創出

• そして何より、人の気持ちが変わった
– やる気と元気、自信、明るさ

これらを総動員してさらに

明るい未来と元気な地域を

これがイノベーション

政策・計画プロセスのイノベーション

• PI(Public Involvement)と協働型
道路維持

• ビッグデータと計画･政策プロ
セス

小括

• 低予算プロジェクトだが、「みちの活用」「地域
発想」「地方創生」の礎となり、地域社会・経
済のイノベーションをもたらすプロジェクトは
着実･確実に進展。加速化が課題

• そのために、

• 道の駅の連携、風景街道や観光政策との協
働も
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私も参加をさせていただきましたけれども、

1996 年に策定いたしましたキックオフレポートの

表紙です。この当時、道路は巨額の投資をしてお

りました。今は当時に比べると 5 割ぐらいに減っ

てしまったのかなとも思います。そのような巨額

の投資をしていましたので、世論等の反発やマス

コミ等の批判的記事が非常に多くありました。 

そのようなこともあり、当時は道路審議会であ

りましたけれども、「あなたの声からはじまる道

づくり」として、これから始まるということでキックオフレポートというものを出しました。今から

思うと、我が国で最初の大規模なパブリックコメント事業だと思っております。このことが色々なと

ころにも波及的効果を及ぼしておりまして、例えば河川法の改正とか、土地収用法とか、社会資本整

備の重点化法の中で、地域とともにとか、考えながら、といったことが一つベースラインとして定ま

ったようにも思います。 

これは、それを受けて、今、工事が始まりまし

たけれども、40 年間ぐらい塩漬けになっておりま

した東京外環でのオープンハウスのものです。こ

れは、40 年間続いた凍結状態が自然解凍できたの

ではないかと、参加させていただいた者として思

います。そのことが、東京外環というのは高架か

ら地下への都市計画の変更を伴ったわけですけれ

ども、その都市計画変更決定に要した時間が 1 年

足らずということで、非常にスピーディーな、か

つ円満な計画変更ができましたし、その後の用地買収等にも効果を及ぼしているとも思います。で、

このことは大きなイノベーションであると言い切ってもいいと思います。 

 

あるいはこれは最近始まった例ですけれども、

直轄国道が富士山を取り巻くようにありまして、

維持管理費用、特に草刈りにあまりお金がかけら

れなくなりました。歩道も富士山も見えなくなっ

ていまして、これを何とかするべく、富士山の周

りで、「ぐるり富士山風景街道」という、持続的

な景観管理に向けた新しい仕組みが必要だろうと

いうことで始めていただいたものです。 

  

道路の挑戦とイノベーション

地域力を活用した持続可能な道路景観管理

富士宮市
朝霧高原

美しい富士山も、歩道も

【背景】

○道路から見る雄大な富士山は、観光
客の来訪目的のひとつ
○道路の維持管理予算が減少
○道路脇には草木が繁茂

○世界文化遺産・富士山にふさわしい
景観管理が困難

【地域では】
○人口減少、住民団体の高齢化
○国道はコミュニティとは縁が薄い

○無償ボランティアでは活動の持続性
に限界

持続的な景観管理に向けた
新しい仕組みが必要

資料提供 富士山朝霧高原景観管理協議会

道路の挑戦とイノベーション １

PI 政策形成過程の改革

コミュニケーション型道路行政
1996以前 権利者との対話、まちづくり（狭域）

1996 ｷｯｸｵﾌﾚﾎﾟｰﾄ（PI)、未知普請、街道交流会議

2000頃 ﾓﾋﾞﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ試行

2002 ｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ北海道

2003 日本風景街道

キックオフレポート
我が国最初の大規模パブリックコメント事業

事業への適用も（東京外環、福岡空港、等多数）

法改正にも
河川法(1997）、土地収用法(2001)、
社会資本整備重点化法(2003)

ＰＩの実践（東京外環オープンハウス）

成果
40年間凍結状態が
続いた外環の自然解凍
に成功

円滑･短期間の都市計画変更

円滑な事業化と用地買収

社会資本政策検討プロセスの改革 大きなイノベーション
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この地域、牧草とか山林とかがありまして、重

機のオペレーション、草刈り、芝刈機のオペレー

ションをできる方がおられますので、そのような

方が中心に、「ヒューマンファンド」と言ってお

りますけれども、地域の力を活用した景観管理を

するとか、業としてなされている方から安全でい

い草刈りの仕方を学ぶとか、あるいは来て楽しん

でいただきながら、貢献していただくなど、マネ

ーファンドを始めていただいています。 

これも、道路の大切さ、地域と連携した政策の進め方、維持管理の進め方が認められ、まだ発展中

ではありますけれども、結実してきており、これも新しいイノベーションだと思います。 

 

これから話ががらっと変わりまして、ビッグデ

ータの話です。私の後で伊藤部長が ETC2.0 の話を

されますので、簡単にしたいと思いますけれども、

とにかくデータがたくさん入ってきますして、そ

れをどう使うかということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住民の中で「建設業従事者」が作業方法や安全対策などの道具、操作方法などを指導

ヒューマンファンド
地域の人力を活用した景観管理・来訪者による清掃活動

テクノロジーファンド
牧畜業･林業･地域建設業の地域の技術力の活用

マネーファンド
道路空間を活用した資金開発（マルシェ、・・・）
民間業者と連携した資金開発（ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ、来訪者による寄付、・・・）

持続可能性のための3つの工夫

資料提供 富士山朝霧高原景観管理協議会

道路の挑戦とイノベーション ３

ETC2.0とビッグデータ

・都市間高速道路については、JCT（約90箇所）の手前も含め、
おおむね10～15kmおきに設置。

・都市内高速道路については、約4kmおきに設置。

凡例： ＩＴＳスポット

ＩＴＳスポットの設置箇所
（計3100カ所、2011年からサービス開始）

サービスのイメージ

高速・大容量
通信

ＩＴＳスポット

ＩＴＳスポット
対応車載器

ＩＴＳスポット
対応カーナビ

プローブデータ
の収集

・速度情報
・経路情報 など

情報提供

ダイナミックルート
ガイダンス

安全運転支援

国土技術政策総合研究所 ITS研究室作成に加筆

道路から始まるハイテク・ＩＣＴのイノベーション

道路プローブの概要

• 道路プローブとは、 ITSスポットを通して収集される経路情報をもとに集
計・提供されるデータ（現在,ITSスポット対応車載器は40万台）

100m毎の走行速度変動

地点Ａ 地点Ｂ
区間内の速度変動

（渋滞の発生地点・末尾）

通過時に収集される車載器蓄積データ
1. 車両の200m毎の位置・時刻（約80km分）
2. 車両の前後・左右加速度、ヨー角速度
3. 車両情報（自動車の種別・用途等）
4. エンジン･オンオフの前後500mはデータとらない

利用者の同意を得て個車特定した経路情報の活用

匿名化した経路情報の活用

・渋滞等を迂回する経路を走行した
ドライバーを優遇する措置

・特車の経路確認と許可の弾力化
・商用車の運行管理支援 ※ 今後展開する予定のサービス

・道路管理への活用
－ 区間旅行速度等の統計値の算出
－ 新規供用区間の整備効果の把握
－ 急加速度発生箇所の把握 等 時空間速度図 急加速度発生箇所マップ

従来

今
後

現在のETC+GPS+記憶装置
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実は、プローブ化は非常に古くからあり、これ

も参加させていただきましたが、10 年以上前から

東京のタクシープローブに注目しておりました。

タクシーは 1 日の走行距離が長く、OD も、経路も

結構ランダム性が強いですから、プローブとして

ふさわしいとのことで、20 台のタクシーをプロー

ブ管理して、1 年間継続計測をし、三次元の渋滞マ

ップや CO2の排出量が詳しくわかったり、おもし

ろく感じました。 

 

このようなふうにデータはますますたくさんと

れるようになってまいります。そのようなことを

考えた上で、交通政策・計画論の新たな展開とビ

ッグデータの期待ということで、私なりに少しし

た提案をさせていただきたいと思います。 

交通政策の新たな展開ということで、横、縦、

斜と書いてあります。横というのは何かというと、

交通だけの分野からもっと色々なところに連携の

環を広げましょうということでありまして、都市

政策・産業政策との融合を図っていく。その融合を図る手だてがデータだろうと思います。縦は、交

通政策－交通計画－交通運用というと、大学の研究者の間でもそれなりの守備範囲が定まっているよ

うではあるんですけれども、そこも消えていくのではなかろうかなと思っております。斜は何かとい

うと、市民とかユーザーの理解とか、支持とか、協働ということを考えないとだめだろう。そのよう

な色々な課題とか成果とか効果の、あるいは参加してくださった方の貢献が見える形にしないとだめ

で、そのためにビッグデータというのは非常に価値があるのではないかと思っております。 

 

横の展開です。色々なキーワードがあります。

成長管理、交通まちづくりとか、都心活性化とか、

低炭素社会とか、観光地域づくりとか、歩いて暮

らしたほうが健康になるというので健幸都市と

か、ロジスティックスとか、防災・減災・耐災と

か、ビジネス・コンティニュエーション・プラン

とか、いっぱいあります。これはすべて、都市計

画と交通計画の融合、中心市街地活性化、観光産

業とか、健康とか、産業と交通ということで、本

当に色々なところとの連携を図らないと成り立たなくなってきているというのが交通だと思います。 

横の展開
交通政策と都市政策･産業政策の融合

• 新しいキーワード
– 成長管理
– 交通まちづくり･TOD
– 都心活性化と公共交通
– 低炭素社会
– 観光地域づくり
– 都市経営と交通
– 健幸都市
– 全員参画社会
– ロジスティックス
– 防災･減災･耐災
– BCP/CCP

都市計画と交通計画の融合

中心市街地活性化と交通
交通と環境（CO2）
観光産業と都市･交通計画

歩いて健康に、そのためのまちづくり

産業と交通（立地、生産、・・・）
強靱化のための交通･リダンダンシー

都市政策･産業政策からの交通への注目 役割･影響力
交通システムの成立性･運用からみた都市政策･産業政策

実はプローブは2001年から
東京23区の混雑- 時間損失の3次元表示

年間に6兆7500億円の

時間損失(2000年当時）

他にも、CO2排出量(混雑時には排出量が増える)の
時刻別・路線別推計と表示に利用

20台のタクシーを
プローブカーにして
速度･移動を1年間継続計測

交通政策･計画論の新たな展開と
ビッグデータへの期待

交通政策の新たな展開

横 交通政策と都市政策･産業政策との融合

縦 交通政策ー交通計画ー交通運用の融合

斜 市民･ユーザーの理解･支持・協働
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都市政策・産業政策から交通への注目が非常に高まっておりますし、その分、役割とか影響力も増

しているだろうと思います。そのようなことを考えますと、交通システムの成立性とか運用から見た

都市政策とか産業政策という、このような問題の立て方もあり得るだろうと思っておりまして、我々

はこのような市や、あるいは対象範囲の拡大をどう図っていくか。そのようなことをきちんと実証す

る、それこそストック効果として実証する、可能性として実証するためには、今持っている手段では

少し不十分かな。そこで、ビッグデータへの期待が高まっているところです。 

縦の展開。交通政策－交通計画－交通運用とい

うことです。交通運用というと、数学モデルとか、

交通流分析とかデータ収集とかデータベースであ

りまして、交通政策は、シニア、もう数学をした

くない人、私のことですけれども、そのような、

それとない役割分担があるように思います。考え

てみると、日々の運用からわかることを政策に展

開をしていく、そこで初めて市民の皆さん、国民

の皆さんからの共感と支持を得られるのではなか

ろうかとも思います。それとなく、日々のオペレーションとか交通計画は施設計画で、需要予測とか

フィージビリティスタディで、交通政策は政策と制度で、というふうなことの切り分けがあるようだ

けれども、そのようなところが消えていくのだろうとも思います。 

斜の展開と書いてありますのは、市民とか、ユ

ーザーとか、事業者の理解とか、支持とか、コラ

ボレーションです。言うまでもなく、交通に携わ

る方、あるいは社会資本政策に携わる方、あるい

は暮らしていられる方、働いていられる方、商売

されている方、さまざまです。そのようなさまざ

まなステークホルダーがおられる中で、我々は色

々な方とコミュニケーションをとっていかなけれ

ばならない。そのためにも、データと、その見え

る化に本当に心を砕いていかないと、専門家の中だけで話をしていて解決するような問題ではないと

思います。今日、この講演会も、私、2 つしか聞いておりませんけれども、非常にわかりやすい説明

をしてくださって、このような努力は今後ますます必要になるだろうし、ますます加速しなければな

らないだろうと思います。 

何をするかというと、よくなることを実感してもらう。過去のプロジェクトやストック効果の見え

る化をする。わかりやすい説明をするということですし、そのためには、よくするためにすべきこと、

してほしいことも明示をしないといけない。例えば負担のお願いをこれからきちんと我々としてはし

なければならないこともあります。そのためにも、VFM と書いてありますけれども、そのような負

担はきちんと価値がある、金銭的価値がある、私の暮らしにとっていいということを実感していただ

縦の展開

交通政策ー交通計画ー交通運用の融合

内容 考え方の例示 大学における担い手

交通政策 政策と制度
制度 支援制度、税・料金
政策 重点領域、審議会、

シニア
もう数学をしたくない人？

交通計画 施設計画
需要予測
F/S

数学モデル
需要予測方法論
交通行動分析
環境、その他への影響分析

交通運用 日々のオペレーション
LOS計測

数学モデル
交通流分析
データ収集とデータベース

政策ー計画ー運用の垣根がビッグデータによって消滅？
公共交通(バス)、航空、道路の例

斜の展開
市民･ユーザー･事業者の理解・支持・協働

• 様々なステークホールダーとのコミュニケーション
– そのためにもデータとその見える化

• 良くなることを実感してもらう
– 過去のプロジェクトやストック効果の見える化
– これからの政策･施策の丁寧な分かりやすい説明

• 公共交通のサービスに留まらない幅広い関心領域の存在
• ポジション別の表現

– ユーザー、市民、事業者、首長、・・・・

• 良くするためにすべきこと、してほしいことの明示
– 負担のお願いとVFMの明示

– モビリティ・マネジメントでの経験からいうと市民や事業者は協力してく
れる

– 個人情報での展開がビッグデータ活用の鍵
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けるような、そのような説明の仕方が必要ということです。 

モビリティマネジメントというのは市民の皆さんが本当に課題を認識してくださって、自分ができ

ることの効果を実感していただければ、自発的に行動を変容していただけるだろうというふうなコミ

ュニケーション技法です。日本でもかなり進んでまいりました。少し難しいなということでも、丁寧

に説明をすると、市民の皆さんはかなりの割合で協力していただける。私、もう 10 年近くこの活動

をしておりますけれども、そのような中で得た実感です。その延長線上にビッグデータというと、個

人情報との問題が非常に大きな課題として残されておりますけれども、そのこともクリアできるのか

なとも思っております。 

それで、ビッグデータ、色々な横展開、縦展開

がありますし、市民の方の支持を取りつける、効

果の皮膚感覚実感とかと書いてありますが、見え

る化ができる。それが道路、社会資本、あるいは

河川の世界で PI が非常に活発に行われておりまし

たけれども、さらにその PI とかコミュニケーショ

ン活動の一体化がなされていくだろう。そのよう

な延長線上に、ともすれば切り離されがちな個人

と社会システムのつながりをもう一度お考えいた

だく、そのようなチャンスにもつながっていくのだろうと思います。 

 

ここからは少し夢のような話でして、結構勝手

なことを言わせていただきたいと思います。イノ

ベーションのさらなる高みを目指して、です。 

今の日本を支えている枢要なインフラというこ

とで、新幹線、首都高と高速道路、港湾がありま

す。これはいずれも今の日本の社会・経済システ

ムに大きな変革、イノベーションをもたらしたと

思います。 

新幹線で申し上げますと、強力に推進されたの

は、当時の国鉄総裁の十河信二さんと技師長の島秀雄さんです。十河信二さんは、皆さんもご存じの、

有名な後藤新平が鉄道院の総裁をしていたときの会計課長です。そのときの機械技術者として、弾丸

列車計画を推進した島安次郎さんという人の息子さんが島秀雄さんであります。それで、新幹線も実

際に計画が構想されておりましたのは、60 年とか 65 年ぐらい前です。 

首都高は、首都高に移られた山田正男さんとか、その少し年次的には上の都市計画家の石川栄耀さ

んなどが、戦時中から今の都市高速道路の構想をされておられました。 

高速道路です。これは、建設省の道路技術者が中心になって招聘をした、有名なワトキンス調査団

ですか、レポートは 1956 年に出ておりますけれども、そのころに、これから日本の道路網、高速道

イノベーションのさらなる高みを目指して

• 今の日本を支えている枢要なインフラ
– 新幹線 十河信二、島秀雄（←後藤新平）

– 首都高 山田正男

– 高速道路 建設省道路技術者(ワトキンス調査団)
– 港湾と貿易立国 戦後の港湾技術者

• 完成しつつある。

• 次の日本のイノベーションをリードし、支えるプロ
ジェクトの再発見･創出と人材の育成

ビッグデータへの期待と課題

• 横展開 分野の広がり･連携･融合
– 従来の考え方と方法･データでは無理
– 多種多様のデータのデータ･マイニング的分析
– そこでの専門家のコミュニケーションに資するデータのあり方と見方

• 縦展開 従来の計画の思想の変更
– 政策･計画･運用情報･データの再整理

• 重層的モニタリングと多様な時間間隔
• 専門知識の再構築

– 政策ー計画ー運用プロセス論の見直しとKPI

• 斜展開 効果の皮膚感覚実感・見える化
– ＰＩ、コミュニケーション活動の一体化
– わかりやすさ、変化･趨勢の見える化
– 個人と社会システムとのつながり
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路網であるというふうなことが提案されたわけです。これも 60 年以上前です。 

港湾も、港湾を整備して安い運賃で原材料を持ってきて、そこで工業団地、工業用水等、色々なイ

ンフラ整備をして、加工貿易をしようという技術立国を定めたのが、やはり戦後の港湾技術者を中心

とするグループです。これも 60 年、65 年前の話です。 

このようなインフラが、老朽化しているのも事実ですが、今の日本の経済システムなり社会システ

ムの枢要なことを支えています。ところが、これらは今、完成しつつあるわけで、物によっては完成

してしまったものもあろうかと思います。そうしますと、次の日本のイノベーションをリードし支え

ていくプロジェクトを持っているかというと、実は、あまりないのではないように思います。 

これは、実は、ヒントは中村英夫先生にいただきました。これからちゃんと考えていかないと、次

の世代、その次の世代、日本の新たな形、そこを支える人材の育成が非常に心もとないなと思います。 

 

そこで、残り数分ですけれども、勝手な思い込みをこれから披露させていただきます。グローバル

化、アジア連携というのはどなたもおっしゃることです。 

 

例 1 です。国際コンテナ航路の日本パッシング

という、少し刺激的なタイトルをつけてあります。

左側は、1998 年時代の北米航路で、コンテナ定期

船の輸送量が 500 万TEUであるということを示し

ております。日本海側は非常に細い線ですけれど

も、日本寄港が一大シェアを占めております。2008

年、今から 7 年前ですが、右側のようになりまし

た。太平洋直行が一番太くて、その次が釜山、高

雄に寄って津軽海峡を抜けていく。日本を寄港し

てくれるのは 3 番目に少なくなってしまった。今、さらに日本は薄く細くなっていると思います。日

本海側は釜山とか高雄があるからいいとの意見もありますが、安全保障上、本当に大丈夫かというこ

とで、なすべきプロジェクトは何かないのかと思います。 

そのような中で、間もなくパナマ運河が拡張さ

れます。パナマックス級というのは 4,500TEU で

す。20 フィートのコンテナ 1 つを 1TEU というの

ですが、これが 1 万 2,000TEU ぐらいの大型船にな

ってくる。コンテナ船だけではなくて、シェール

オイルとかガス船等のバルク船も超大型化しま

す。これらに対して日本はどのように対応するの

か気になります。 

  

例2 パナマ運河拡張 2016～？

パナマックス 4500TEU
からポストパナマックス

12000TEUへ

バルク船の超大型化と

シェールオイル･ガス船

日本の対応は喫緊の課題
追い風と捉え、経済改革をリード
する港湾･海運政策

TPPの本格的開始

素人ですが、国際交通

グローバル化、アジア連携と交通イノベーション

例1 国際コンテナ航路の日本パッシング

加速する日本パッシング
釜山･高雄の活用は安全保障上、大丈夫か？

なすべきプロジェクトは？
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これは上海、今、世界一になったでしょうか。

上海は揚子江の川の港湾でしたけれども、容量が

不足するとのことで、沖出しをして、海上高速道

路をつくったわけです。上海中心部から 80 ㎞、海

上ハイウェーで 45 ㎞あるコンテナ港ですけれど

も、それが計画から 10 年で完成しました。そして、

世界 1、2 位のコンテナ港になりました。 

それに対して、今、日本はどうするのだろうか、

もう少し言わせていただくと、東京港とか阪神港

は、昔は良かったかも知れませんが、少し奥まり過ぎています。しかも、船舶の交通が輻輳しており、

スピードアップできない状況です。 

 

2 番目も、国際関係、国際航空です。 

これも随分前ですけれども、ニューヨークと東京

の圏域人口と面積と航空旅客数と空港数と発着回

数を調べたことがあります。少し前ですので、日

本は羽田と成田と合わせて 47 万回と少ないです。 

比較をいたしますと、ニューヨークは東京と比

べ、圏域人口が半分、航空旅客数は大体同じ、発

着回数は 3 倍です。 

 

ニューヨークだけではなく、パリとロンドンと

も比較しました。1 人当たりで見ますと航空需要は

2～3 倍、発着回数が 5～6 倍という、衝撃を受ける

数字です。理由を考えると、多分、ヨーロッパの

方は飛行機をたくさん使う、経済圏とか交流圏が

大きいわけです。EU とか北米というのは非常に大

きいですので、その中で、都市の総合的アクセシ

ビリティを確保することは、都市経営戦略上、非

常に重要と思います。 

  

航空需要の比較

東京 NY/Paris/
London

一人あたりの
航空需要

１ ２～３

一人あたりの
発着回数

１ ５～６

飛行機をたくさん使う（経済圏・交流圏が大きい(ＥＵ，北米））
発着回数が多い（小型機による高頻度サービス）
→都市の総合的アクセシビリティ確保（都市経営戦略）

上海の新コンテナ港 今や世界2位

上海中心部から80km
うち、海上ﾊｲｳｪｲが45km

計画から10年で完成

圏域人口 1,970万人 4,040万人

圏域面積 約33,000k㎡ 約37,000k㎡

航空旅客数 8,388万人 10,079万人

空港数 3 2

発着回数 117.1万回 47.0万回

ＪＦＫ

ﾗｶﾞｰﾃﾞｨｱ

ﾆｭｰｱｰｸ

羽田

成田

1/2                                 １

1                                     1

3                                     1

大都市圏航空需要の比較 ニューヨークと東京
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東アジアに北米とヨーロッパを重ね合わせた地

図です。これからグローバル化とかアジア連携とい

うことを考えた場合、このような中で我々は行動し

ないとだめですし、経済活動も観光もこのような範

囲で考える必要があります。そうすると、日本の周

囲は海なので、新幹線はありませんから、飛行機に

頼らざるを得ません。どうしていくか考える必要が

あります。インドまで入れると、さらに巨大になり

ます。そのような範囲で、世の中、世界は動いてい

るということで、航空とか海運について、これからの日本、アジアの中での日本を支えるものをどう

やっていくか考える必要があると思います。 

これは小さな例ですけれども、サンフランシスコ

の国際空港です。ユナイテッド航空に特権的なサー

ビスを与え、国際線と国内線が非常にスムーズに乗

り換えられるということです。それはサンフランシ

スコのアクセシビリティの向上に繋がります。 

 成田と羽田の一体化と言われますが、60 ㎞より、

同じ空港の中のほうがはるかに便利だと思います。

そのような意味で、首都圏空港における成田と羽田

の問題を、どう考えていくか。また、羽田に関して

は、東京港をどう将来設計していくのかとの問題もあるかと思います。 

それで、日本のハブの国際水準突破が、これから

非常に重要な話になってきますでしょうし、今日、

お話はしませんでしたが、地方空港及び港湾の活用

です。CIQ をどうするか、鉄道・高速道路とのラス

トワンマイルをどうするか。そのようなことを活用

した各地域、各都市、各経済がアジアとの直結をど

うビジネスモデルとして展開していくか、そこに向

けて我々の社会資本政策はいかなる貢献ができる

のか、真剣に考える必要があると思います。 

  

素人の思いつきの域を出ませんが、

日本のイノベーションを視野に入れた空港･港湾戦略

• 日本のハブの国際水準突破
– 隣国との競争に勝てない

– 首都圏空港の大強化と成田・羽田それぞれの自立的強
化

– 東京港･阪神港が最上位でよいのか
• 地政学的位置、東京湾･大阪湾の航行速度、後背地と24時間化

• 地方空港と港湾の活用
– CIQ
– 鉄道･高速道路のラストワンマイル

– 地域経済のアジアとの直結。かつて貿易立国モデルを提
案したように、新たなモデルの提案も社会資本政策

東アジアの空間スケール

インドまで入れると
さらに巨大に

成長するアジア、世界とともに伸びていく
その中での、そのための国際交通 航空･海運

サンフランシスコ国際空港 UAのゲートウェイ

UAのエリア

旅客の利便性：乗継
国際ー国内
国内ー国内

航空会社の機能集約

SFのアクセシビリティ
向上

成田羽田の一体化
と距離

60kmよりは
同じ空港の中

ＵＡに特権を付与
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ここだけ話をしたいと思います。これは被災地の

国道 45 号線です。一次改築をして、大型車はすれ

違えますが、人が歩くスペースはなく、下道ながら

自動車専用道になっています。このような道路をど

う質的改良をしていくかが大事だと思います。 

 

 

 

 

これはドイツのロマンティック街道です。車道部

分は一次改築した幹線国道と変わらないですが、必

ず自転車道、歩道が整備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

最後のスライドです。イノベーションは「技術革

新」ではなく、「社会・経済の新結合」である。そ

こに、私の話は道路とか交通の話が中心でしたが、

社会資本の果たす役割は非常に大きなものがある

と思いますし、実際、そのイノベーションを進めて

いるということです。 

でも、課題はまだまだあります。将来をリードす

る、日本の未来を変える社会資本政策・プロジェク

トを我々は本当に持っているのだろうかというこ

とです。そのような意味で、従来の発想にとらわれない政策が大事でしょうし、それをきちんとモニ

タリングしていくという意味で、ICT に振り回されるのではなくて、ICT を使いこなすという気概が

必要かと申し上げまして、終わりにさせていただきます。どうもありがとうございました。 

終わりに

• イノベーションは「技術革新」だけでなく、「社会･経済の新結合」
– 社会資本もイノベーションに無縁ではあり得ない
– むしろ、演出し、リードする気概が必要
– 特に社会資本概念の広がり

• 社会資本政策はイノベーションを進めている
– 使い方･活用の工夫など
– 新しいイノベーション(純技術だけでなく、社会･制度技術も）の芽も古くから
– 多分私が知らないだけで、他の交通も建設･メンテ技術も

• しかし、まだまだ課題は山積
– 将来をリードする、日本の未来を変える社会資本政策･プロジェクトの不足
– 従来の発想に囚われない政策・施策

– 社会資本政策プロセスの柔軟性に向けた改革（計画論、制度論、モニタリ
ングと評価、・・・）

ご清聴、ありがとうございました
ishida@sk.tsukuba.ac.jp

被災地復興 幹線国道の実態 国道45号線(大槌町内）

歩道はほとんどない
市街地のごく一部に申し訳程度

幅員(特にトンネル部)が狭い
実態としては自動車専用道路

高速道路と連携した質的改良
被災地観光への大きな障害
並行する市町村道との連携
国道内の空間再配分

完備された歩道・自転
車道 ドイツ・ロマンティック街道

ロマンティック街道全線（450km）
にわたり完全整備

自動車中心だが、他の交通手段
にも配慮
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